
都道府県別合計特殊出生率

率 順位 率 順位
全 国 1.37 - 1.34 -

北 海 道 1.20 46 1.19 45
青 森 1.30 37 1.28 38
岩 手 1.39 26 1.39 23
宮 城 1.29 39 1.27 39
秋 田 1.32 36 1.31 35
山 形 1.44 15 1.42 16
福 島 1.52 8 1.49 8
茨 城 1.37 29 1.35 28
栃 木 1.42 21 1.39 22
群 馬 1.40 24 1.36 27
埼 玉 1.28 41 1.26 40
千 葉 1.29 39 1.25 41
東 京 1.09 47 1.05 47
神 奈 川 1.27 43 1.25 42
新 潟 1.37 29 1.37 26
富 山 1.38 27 1.34 33
石 川 1.41 22 1.40 21
福 井 1.54 6 1.52 6
山 梨 1.35 33 1.35 29
長 野 1.45 12 1.47 12
岐 阜 1.35 33 1.34 30
静 岡 1.44 15 1.44 14
愛 知 1.43 17 1.38 24
三 重 1.38 27 1.37 25
滋 賀 1.45 12 1.42 17
京 都 1.22 44 1.18 46

24 大 阪 1.28 41 1.24 43
25 兵 庫 1.34 35 1.30 37
26 奈 良 1.22 44 1.22 44

1949 昭和２４年 42,200 4.60 1969 昭和４４年 17,618 1.98 1989 平成 元年 12,189 1.65 27 和 歌 山 1.41 22 1.34 32
1950 ２５年 36,701 3.90 1970 ４５年 17,579 1.97 1990 ２年 11,631 1.58 28 鳥 取 1.43 17 1.47 13
1951 ２６年 33,701 3.48 1971 ４６年 18,361 2.04 1991 ３年 11,817 1.64 29 島 根 1.51 9 1.53 5
1952 ２７年 30,712 3.32 1972 ４７年 18,813 2.09 1992 ４年 11,509 1.62 30 岡 山 1.43 17 1.41 19
1953 ２８年 28,819 3.10 1973 ４８年 19,171 2.14 1993 ５年 11,301 1.57 31 広 島 1.45 12 1.43 15
1954 ２９年 26,290 2.83 1974 ４９年 18,765 2.12 1994 ６年 11,770 1.63 32 山 口 1.43 17 1.42 18
1955 ３０年 26,429 2.67 1975 ５０年 18,336 1.93 1995 ７年 11,125 1.55 33 徳 島 1.30 37 1.30 36
1956 ３１年 25,265 2.48 1976 ５１年 18,305 1.91 1996 ８年 11,344 1.57 34 香 川 1.47 11 1.48 9
1957 ３２年 21,893 2.17 1977 ５２年 17,776 1.86 1997 ９年 11,103 1.53 35 愛 媛 1.40 24 1.40 20
1958 ３３年 23,124 2.28 1978 ５３年 17,197 1.82 1998 １０年 11,129 1.52 36 高 知 1.36 32 1.31 34
1959 ３４年 22,212 2.18 1979 ５４年 16,969 1.83 1999 １１年 10,714 1.46 37 福 岡 1.37 29 1.34 31
1960 ３５年 20,127 2.04 1980 ５５年 16,296 1.82 2000 １２年 10,910 1.51 38 佐 賀 1.55 5 1.51 7
1961 ３６年 19,461 1.98 1981 ５６年 15,509 1.77 2001 １３年 10,891 1.48 39 長 崎 1.50 10 1.48 10
1962 ３７年 19,049 1.93 1982 ５７年 15,242 1.80 2002 １４年 10,424 1.42 40 熊 本 1.58 4 1.54 4
1963 ３８年 18,794 1.90 1983 ５８年 15,317 1.83 2003 １５年 10,213 1.41 41 大 分 1.53 7 1.47 11
1964 ３９年 18,471 1.87 1984 ５９年 14,850 1.80 2004 １６年 10,024 1.40 42 宮 崎 1.60 2 1.59 2
1965 ４０年 18,534 2.07 1985 ６０年 14,420 1.78 2005 １７年 9,780 1.40 43 鹿 児 島 1.59 3 1.54 3
1966 ４１年 12,743 1.43 1986 ６１年 13,954 1.78 2006 １８年 10,156 1.45 44 沖 縄 1.78 1 1.75 1
1967 ４２年 19,395 2.17 1987 ６２年 13,351 1.72 2007 １９年 10,162 1.47 45
1968 ４３年 17,716 1.99 1988 ６３年 12,868 1.68 2008 ２０年 10,306 1.53 46

資料：厚生労働省「人口動態統計」、国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」、大分県福祉保健部調べ。 47
注1：平成20年の出生数・合計特殊出生率は、概数 48
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資料：国立社会保障・人口問題研究所「都道府県別将来推計人口」平成19年５月推計
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妊娠届・母子健康手帳、定期健診・予防接種（１歳半、３歳健診など）

妊産婦健診・乳幼児家庭全戸訪問事業（生後４ヶ月までの全戸訪問）等
学校保健

不妊治療助成

若者の就労支援

児童手当（小学６年終了まで ３歳未満10,000円、３歳以上第１，２子5,000円 第３子～10,000円

児童扶養手当（１８歳までの児童のいる母子家庭に支給。児童１人当たり41,720円 所得等により額は変わる）

奨学金制度

税制上の措置（扶養控除） （特別扶養控除）

（分野）

働 き 方

０ １ ３ ６ １２ １８
（小学校）

１５９ ２２
（中学校） （高校） （大学）

年 齢

子どもの年齢からみた子育て支援策

保健・医療

大分にこにこ保育支援事業
（保育料：第２子半額、第３子以降無料）

乳幼児医療費助成事業
（通院・入院医療費助成 自己負担１日５００円）

国

県

経済的支援

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
地域や家庭で過ごす時間の増 女性の継続就労促進 男性の育児参画促進

・０歳児保育 保 育 所

・延長保育 ・休日保育 ・夜間保育

・病児病後児保育 ・家庭的保育

幼 稚 園
サービス

地域の子育て支援
・つどいの広場

・地域子育て支援センター

・ファミリー・サポート・センター

・母親クラブ

・一時保育 ・特定保育

ヘルシースタートおおいた推進事業（育児支援システムの構築・情報提供）

周産期医療 小 児 医 療

細やかな対応 児童虐待防止・ひとり親家庭支援・障がい児支援

産前産後休暇・育児休業 短時間勤務 長時間労働の是正 再就職支援

教育 学力・体力・コミュニケーション力の向上

認定こども園

放課後子どもプラン
（放課後児童クラブ）

（放課後子ども教室）

児童館

ペリネイタル・ビジット（産前・産後を通じた母子保健指導）



(資料：内閣府「平成１６年版尐子化社会白書」）

(国立社会保障・人口問題研究所「平成１７年出生動向基本調査」）

　　夫婦の理想子ども数　2.48人　／　予定子ども数　2.11人　／　現存子ども数　 1.77人

尐子化フローチャート



未婚率（大分県） （単位：％） 平均出生子ども数（全国） （単位：人）

1970 1980 1990 2000 2005 全国 妻の 1992 1997 2002 2005

（S45） （S55） （H2） （H12） （H17） (H17) 年齢 （H4） （H9） （H14） （H17）

20～24 86.5 88.7 91.2 90.9 91.4 93.6 25～29 1.09 0.95 0.96 1.08

25～29 37.1 48.1 59.5 64.2 66.8 72.6 30～34 1.76 1.61 1.52 1.47

30～34 7.2 14.3 27.7 38.1 42.5 47.7 35～39 2.15 2.06 1.90 1.85

35～39 3.3 5.4 14.5 22.8 28.5 30.9 40～44 2.16 2.18 2.17 2.00

20～24 72.3 76.3 84.3 86.4 87.0 89.4

25～29 18.8 22.8 40.0 53.0 57.8 59.9 未婚者の生涯の結婚意思(全国） （単位：％）

30～34 6.9 8.5 12.9 26.6 31.1 32.6 1982 1987 1992 1997 2002 2005

35～39 5.1 5.4 6.8 13.5 19.2 18.6 （S57） （S62） （H4） （H9） （H14） （H17）

いずれ結婚する 95.9 91.8 90.0 85.9 87.0 87.0
生涯未婚率（大分県） 　　　（単位：％） 一生結婚しない 2.3 4.5 4.9 6.3 5.4 7.1

1980 1990 2000 2005 全国 1.8 3.7 5.1 7.8 7.7 5.9
（S55） （H2） （H12） （H17） (H17) いずれ結婚する 94.2 92.9 90.2 89.1 88.3 90.0

男 1.9 3.6 9.4 13.3 15.6 一生結婚しない 4.1 4.6 5.2 4.9 5.0 5.6
女 3.8 4.3 5.5 6.8 7.2 1.7 2.5 4.6 6.0 6.7 4.3

理想・予定・現存子ども数（全国） （単位：人）

平均初婚年齢（大分県） （単位：歳） 1982 1987 1992 1997 2002 2005

1980 1990 2000 2006 2007 2008 全国 （S57） （S62） （H4） （H9） （H14） （H17）

（S55） （H2） （H12） （H18） （H19） （H20） （H20） 理想子ども数 2.62 2.67 2.64 2.53 2.56 2.48
男 27.2 28.3 28.1 29.3 29.4 29.7 30.2 予定子ども数 2.20 2.23 2.18 2.16 2.13 2.11
女 25.0 26.0 26.7 27.7 28.0 28.1 28.5 現存子ども数 1.88 1.93 1.86 1.84 1.78 1.77

（資料）未婚率、生涯未婚率は総務省「国勢調査」。平均初婚年齢は厚生労働省「人口動態統計」、平均出生子ども数、未婚者の生涯の結婚意思、理想・予定・現存子ども
数は国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」
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1 沖縄県 1.78 宮崎県 59.4 沖縄県 10.19 熊本県  71.3 宮崎県  59.3 熊本県 7時間9分 福岡県 80分 福岡県 53分 福岡県 15.12%

2 宮崎県 1.60 大分県 58.0 佐賀県 7.96 佐賀県  68.9 佐賀県  58.8 沖縄県 7時間39分 沖縄県 72分 沖縄県 46分 沖縄県 14.72%

3 鹿児島県 1.59 熊本県 57.6 鹿児島県 7.92 宮崎県  67.8 熊本県  58.4 福岡県 7時間40分 熊本県 53分 熊本県 29分 熊本県 12.59%

4 熊本県 1.58 長崎県 57.5 福岡県 7.90 沖縄県  67.0 沖縄県  57.6 長崎県 7時間45分 長崎県 48分 鹿児島県 28分 長崎県 11.09%

5 佐賀県 1.55 佐賀県 57.4 熊本県 7.83 鹿児島県  66.8 長崎県  55.7 鹿児島県 7時間46分 宮崎県 宮崎県 宮崎県 10.51%

6 大分県 1.53 鹿児島県 57.0 宮崎県 7.78 長崎県  65.8 　鹿児島県  54.9 宮崎県 7時間51分 佐賀県 佐賀県 佐賀県 9.98%

7 長崎県 1.50 沖縄県 56.0 長崎県 7.71 大分県  64.0 大分県  53.3 佐賀県 8時間1分 鹿児島県 44分 長崎県 24分 鹿児島県 9.73%

8 福岡県 1.37 福岡県 53.8 大分県 7.65 福岡県  63.5 福岡県  48.9 大分県 8時間7分 　大分県 36分 大分県 23分 大分県 8.11%

全国  1.37 全国  57.3 全国  7.26 全国  63.5 全国  50.4 全国 7時間45分 全国 56分 全国 31分 全国 11.00%

47分 25分

厚生労働省「平成２
０年人口動態統計」

100-総務省「平成１
７年国勢調査にお
ける未婚率」

厚労省「平成１８年
度婚姻に関する統
計」

総務省「平成19年就業構造基本調査」 総務省「平成１8年社会生活基本調査」

※出生数÷有配偶
女子人口×100

就学前児童のいる
夫の１日就業時間

就学前児童のい
る夫の家事・育児

時間
左のうち
育児時間

就学前児童のいる
夫・妻の家事・育児
時間（夫・妻計）に
占める夫の時間の

割合（女性：１５～４９歳） （女性：１５～４９歳） （女性：30～34歳） （週平均） （週平均）

女性の有業率や男性の家事・育児に関するデータ（九州各県比較）

【女性の婚姻・出生状況】 【女性の有業状況】 【男性の家事・育児状況】

順
位

合計特殊出生率
女子既婚率 有配偶出生率 女子有業率

左のうち既婚者



大分県の尐子化の特徴

３０歳代前半の女性の離職が際立っている

女性の年齢階級別有業率
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（福岡）

71.3
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資料：総務省統計局「就業構造基本調査（2007(平成19)年)」
注：有業率とは、人口に占める有業者（ふだん収入を得ることを目的として仕事をしている者）の割合。
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大分は結婚、出産を機に
退職する女性が多い？
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大分県では、25～29歳の層
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仕事を辞める傾向が、

正規雇用者層において特に

顕著に認められる。
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